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石川県片野鴨池における

トモエガモの個体数変動と採食場所への飛び立ち行動

山本浩伸・大畑孝二

日本野鳥の会サンクチュアリセンター．〒922-0564石川県加賀市片野町子２－１加賀市鴨池観察館

はじめに

トモエガモＡ"ａｓ/b777zosaは東アジアに分布し，シベリア極東部などで繁殖し，韓国や日

本などで越冬する（黒田1980,ｄｅｌＨｏｙｏｅｊα/，1992,Miyabayashi＆Mundkurl999)．

韓国では，トモエガモの大規模な群れが観察されるが（Ｋａｎｇ＆Chol996)，［1本国内では

減少しており(環境庁1998)，かつて片野鴨池に１万羽以上飛来していたトモエガモは,近年

では多くても1,000羽程度しか観察されない(矢ull975，石川県1977,1998,1.1本野鳥の会

1995,1999)．同様に，繁殖地においても観察される個体数が減少している（Degtyarev＆

Perfilyevl998)．

日本国内では，日本海沿岸の新潟県や石川県などで飛来個体数が多い（環境庁1991,

1992，日本野鳥の会研究センター1992)．片野鴨池は石川県内で観察されるトモエガモのほ

とんどが記録される場所で（11本野鳥の会1995)，トモエガモの重要な越冬地となっている．

また，片野鴨池は，1993年に特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約（以

下，ラムサール条約)の登録湿地となった．片野鴨池では，ラムサール条約にうたわれる'，賢

明な利用”の象徴ともいうべき，坂網猟が1688年より続いている．坂網猟師による鴨池の環

境整備作業も行なわれているが,近年，飛来するカモ類，とくにマガモＡ,伽“伽2ｃｈｏｓと

トモエガモが減少している（n本野鳥の会1995)．マガモの減少の原因として，乾田化によ

る採食環境の悪化，片野鴨池周辺の保謹区の増加による分散などが考えられているが，トモ

エガモの減少の原因についてはよくわかっておらず（日本野鳥の会1995)，トモエガモの生

態を明らかにすることが，減少を抑制するためには必要である．

そこで，筆者らは，片野鴨池で越冬するトモエガモの越冬生態の一側面を明らかにするた

め，個体数の変動と，採食場所に向かう飛び立ち行動についての調査を行なったので，その

結果について報告する．

1999年１２月21日受理
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調査地と調査方法

調査地は日本海に近い,石川県加賀市片野町に位綴する片野鴨池(36.19'0''Ｎ,136.17,30'，E）

である(図１)．片野鴨池は，加賀市中心部の北西およそ４kmに位謎する．片野鴨池は，面秋

およそlOhaで・，周囲を丘陵地に取り囲まれている．丘陵地の標高は30～60ｍで､，おもにアカ

マッやコナラなどが生育している．

片野鴨池は，西側の大池と呼ばれる開水而約2.3haの池と，大池の東側に広がる約7.7haの

水ⅡIおよび草原からなる．秋の稲刈りが終わると，水門を一部閉じて水位を上げる．このた

め，冬季の開水面は西側を中心に広がり，面祇はおよそ９ｈａとなる．ただし，近年の減反に

より水田はほとんど残っておらず，ヨシ，マコモ，ウキヤガラの群落となっている．かつて

は稲刈り後に水位を上げるだけで水面が確保されたが，現在ではこれらの群落を毎年秋に刈

り取り，焼き払うことで水面が確保されている．片野鴨池東側の水IlIと東側のアカマッ林の

あいだには加賀市鴨池観察館があり，同観察館からは調査地全体を見渡すことができる．

トモエガモの個体数の調査は，1998年11月２１１から1999年３月６１]にかけて，月に６～２６

回，計106回加賀市鴨池観察館内から行なった．計数は午前９時から10時のあいだに開始し，

30分以内に終了した．計数には８倍の双眼鏡，２０～45倍の望遠鏡とカウンターをもちいた．

トモエガモの飛び立ち時刻の記録は，1998年11月10日から1999年３月２日までのあいだ，

月に１～23回，計3911M行なった．記録は，鴨池から北東に約40km離れた金沢市の日没時刻の

およそ30分前から開始し，片野鴨池からのカモ類の飛び立ちが終了するまで行なった．ｌｌｉｉｌｌ

の調査に要した時間はおよそ90分であった．飛び立ち行動の観察は，鵬池観察館から|･1祝お

Ｎ
ｌ
川
Ⅱ
十
１

Ｋａｔａｎｏ－Ｋａｍｏｉｋｅ

4//霞雲毒三重三雲

△63.4ｍ、

Iliぎぎ三選二毒雲
＝●二二
１

似１１．調査地と周囲の土地利用状況．●は観察地点（加賀市鴨池観察館）の位満をあらわす．

Fig.１．ThelocationoftheKatano-KamoikeinthecentralJapan,andthedistributionofrice

fieldandurbanareainthevicinity・Closedcircle（●）representstheobservationpoint
（Katano-KamoikeObservationcenter)．
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似１２．トモエガモの群れの飛行時の形態．ほかの種のカモ類に比べて，統率がとれ，密集した群れを

形成していた．

Fig.２．ＴｈｅｆｏｒｍｏｆｔｈｅｆｌｏｃｋｏｆＢａｉｋａｌＴｅａｌｉnflight､Ｔｈｅlarge,cohesive,concentratedflock

contrastswiththeflockformationofotherdabblingducks．

よび８倍の双眼鏡をもちいて行なった．トモエガモは非常に密集した球状あるいは帯状の群

れを形成して飛び立つため(図２)，群れの先頭の個体と最後尾の個体が片野鴨池を取り囲む

丘陵上空を通過する時刻の差は非常に小さい．そこで，群れの先頭が片野鴨池を取り囲む丘

陵上空にさしかかった時刻を飛び立ち時刻とした．トモエガモは，全個体が１群となって同

時に採食場所に向かって飛び立つ（Poolegｵα/・’990,Ａｌｌｐｏｒｔｇｊａム1991)．ただし，韓国

における報告（Allportetaj,1991）と同様に片野鴨池においても，１分前後の間隔をもっ

て，群れが２群もしくは３群に別れて飛去したこともあった．この場合は，もっとも早く飛

び立った群れの時刻を飛び立ち時刻として採用し，解析にもちいた．

トモエガモ以外の種は２羽から10羽ほどの小群もしくは散開した20羽から100羽ほどの群れ

で飛び立つため，群れの飛翻形態によってトモエガモの群れとそうでない群れを識別した．

トモエガモの飛び立ち行動に影響する要因として，照度を測定した．トモエガモの飛び立

ち時刻における照度の測定は1998年12月18日から1999年３月２１~Iにかけて，計28回行なった．

照度の測定には，照度計(化学共栄社製照度計YF-1065A)をもちいた．感光部は，屋根など

の榊造物の影にならない野外に設置した．また，群れの先頭が片野鴨池を取り囲む丘陵卜空

にさしかかった時刻における照度を飛び立ち時刻における照度とした．トモエガモの群れが

２群から３群に別れて飛去した場合には，飛び立ち時刻の記録と同様に，もっとも早く飛び

立った群れの記録を飛び立ち時刻における照度として解析にもちいた．

トモエガモが飛び立つ方向の記録は，1998年１２月181]から1999年２月26日にかけて，計３３

同行なった．記録は日没時刻（金沢市）のおよそ30分前から開始し，カモ類の飛び立ちが終

■
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図３．片野鴨池におけるトモエガモ個体数の季節変化．

Ｆｉｇ．３．SeasonalchangeinthenumberofBaikalTealatKatano-Kamoike．

了するまで行なった．１回の調査に要した時間はおよそ90分であった．記録は25,000分の１

の地形図上に，飛び立つ群れを発見してから見失うまでの移動経路を記入することで行なっ

た。飛び立ち方向の解析に際しては，群れが片野鴨池を取り囲む丘陵ト空にさしかかったと

きの移動の方向を，北，北東，東，南東，南，南西，西，北西の８つの方角に分けた．トモ

エガモの群れが２群から３群に別れて飛去した場合には，飛び立ち時刻の記録の場合と同様

に，もっとも早く飛び立った群れの記録を飛び立ち方向として採用した．

なお，飛び立ち時刻’飛び立ち時刻における照度，飛び立ち方向の記録は，同一の調査日

に記録するよう努めたが，いくつかの調査項目について記録することができなかった調査日

があったため，調査期間や調査回数がそれぞれで異なった．

結果

トモエガモは1998年１１月２日に２羽がこの冬はじめて記録された(図３）．以降，１２月はじ

めまでは数羽が観察されたに過ぎず，少なかった．１２月中旬以降，徐々に増加し，1999年１

月５日には最大個体数793羽が観察された．ただし，1998年12月23日には10羽しか記録され

ず，個体数の変動は激しかった．1999年１月中旬以降，個体数は徐々に減少した．1999年３

月６日には３羽がこの冬最後に記録された．この期間中も，個体数の変動は激しかった．記

録された個体数の平均は135.7±171.8(ＳＤ)羽（range：0-793）であった．

トモエガモの飛び立ち時刻と日没時刻の季節変化を図４に示した．トモエガモは季節にか
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図４．トモエガモの飛び立ち時刻と日没時刻との関係．点線は金沢市の日没時刻を示す．

Ｆｉｇ．４．RelationbetweenthedepaturetimeｔｏｆｅｅｄｉｎｇｇｒｏｕｎｄｏｆｔｈｅＢａｉｋａｌＴｅａｌａｎｄｔｈｅｔｉｍｅ
ｏｆｓｕｎｓｅｔ・BrokenlinerepresentssunsetinKanazawaCity，IshikawaPrefecture，central

Japan．

0～0.9

lightintensity(Ix､）

図５．それぞれの照度において飛び立った群れが記録された回数．

Fig.５．Illuminancedistributionofmovementtofeedingground．
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表１．トモエガモの飛び立ち方向．数値は飛び立ち方向の記録の頻度％と（Ｎ)．
Table､１．ThedirectioninwhichtheBaikalTealsflewtothefeedinggroundfrom
Katano・Kamoike・Parenthesesindicatesamplesize．
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考察Ｊ

調査地において，トモエガモは個体数の変動が大きかった．これまで越冬期間中のトモエ

ガモは，越冬地間で移動しないものが多いといわれていた（清棲1978)．しかし，調査地の

北東約60kmに位置する石川県河北潟，調査地の南西約15kmに位置する福井県大堤における調

査においても，個体数の変動は激しかった．たとえば，河北潟では1999年１月１日には３，００２

羽，1999年１月30日には3,000羽が記録されたが(山本浩伸ほか未発表)，1999年１月15日に
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かわらず,日没よりやや遅れて飛び立った.飛び立ち時刻と日没時刻の差は33.5±7.2分(range：

14-50)であった．飛び立ち時刻と日没時刻の間には，有意な正の相関が認められた(Kendall

の順位相関係数ｒ＝0.749,Ｚ＝15.64,Ｐ＜0.001,ｊＶ＝39)．この関係は，日没時刻をx，飛

び立ち時刻をｙとすると,ｙ＝0.974x＋1.018(γ２＝0.8824,Ｐ＜0.01)という回帰式であらわさ

れる．

トモエガモの飛び立ち時刻における照度は，0.9±1.0lｘ（range：0.1-3.7）であった．飛

び立ち時刻における照度を1.0lx刻みに４段階に分け,それぞれの照度が記録された割合を図

５に示した．トモエガモは，０lxから0.9ｌｘの照度にあるときに多く飛び立っていた．

トモエガモの飛び立ち方向を，1998年12月18日から１２月31日(以下，１２月)，1999年１月８

日から１月13日（以下，１月前半)，１月16日から１月29日（以下，１月後半)，２月１日か

ら２月14日（以下，２月前半)，２月15日から２月26日（以下，２月後半）に分け，表１に示

した．トモエガモは1998年12月，1999年１月前半には南に向かって飛び立った．1999年１月

後半と２月前半には，北東に向かって多く飛び立った．２月後半にも北東に向かって多く飛

び立ったが，南に向かって飛び立つこともあった．調査期間をとおしてみて，飛去方向には

有意な偏りが認められた（ｘ２＝257.83,Ｐ＜０．００１，自由度７)．
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は131羽が記録されたにすぎない(日本野鳥の会石川支部1999)．同様に，韓国のいくつかの

越冬地でも個体数の変動は激しい（Ｋａｎｇ＆Chol996)．越冬期間中のトモエガモの個体数

変動には，越冬地間でのまとまった群れの移動が関係していると考えられる．

広島県におけるオシドリＡなgzz彪沈"肱如の調査では，オシドリは日没時刻よりやや遅れ

て飛来するといい，量天や雨天時など照度が低いと考えられる条件下では，飛来時刻が早ま

る可能性が示唆されている（山本1996)．また，アメリカ合衆国西部で行なわれた調査では，

マガンＡ，zseγα必沈o"sのねぐらからの飛び立ち行動は，通常日昇時刻の30分以内に観察さ

れ，日照時間の長短が飛び立ち時刻およびねぐらに戻る時刻に影響をあたえていたことが報

告されている(Elyl992)．同様に，筆者らが片野鴨池で1997年から1999年にかけて行なった

マガンのねぐらからの飛び立ち時刻の調査では，マガンは季節にかかわらず日昇時刻から数

分遅れて飛び立っていた（山本浩伸ほか未発表)．Ｅｌｙ（1992）は，照度の測定は行なってい

ないが，飛び立ち時刻は照度が急激に変化する夜明けや夕暮れの時間帯に関連があるとして

おり，照度もしくは照度の変化がマガンの飛び立ち時刻に影響していると考えられる．トモ

エガモの飛び立ち行動は,照度の変化が激しい日没時刻以降に観察され,０lxから0.9ｌｘの照度

にあるときに多く記録されたことから，トモエガモの飛び立ち行動もオシドリやマガン同様

に照度の影響を受けていると考えられる．

トモエガモは，おもに北東および南に向かって調査地を飛び立った．これまでの観察例な

どから，片野鴨池を飛び立ったトモエガモは，おもに鴨池の北東約10kmに位置する柴山潟周

辺の広大な水田地帯で採食していると示唆されているため，このことと関係していると考え

られる．1998年12月，1999年１月前半を中心に，トモエガモは調査地の南に向かって飛び立

った．調査地の南には，加賀市下福田町，上木町などの水田が広がる．下福田町の水田の一

部では，１１月から２月にかけて実験的に水田に水を張り，籾をまくことで，カモ類の採食に

適した環境が作られており（以下，実験田)，カモ類が採食した（山本ほか1999，日本野鳥

の会1999)．したがって，片野鴨池を南に向かって飛び立ったトモエガモは，これら実験田

で採食していた可能性がある．しかし，採食場所の移動が季節変化によるものか，実験田の

影響を受けたことによるのかは今回の調査からは判断できなかった．

今後，片野鴨池で越冬するトモエガモの採食地と採食地の移動を解明すると共に，トモエ

ガモの好む採食環境を明らかにする必要がある．
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た調査の一部である．

要約

１．１９９８年11月10日から1999年３月２日にかけて，石川県南部の片野鴨池において，トモエガモの個

体数変動と採食場所に向かう飛び立ち行動についての調査を行なった．

２．トモエガモは，1998年11月２日から1999年３月６日まで観察され，1999年１月５日には最大個体

数793羽が記録された．平均個体数は135.7±171.8(SD)羽であった．

３．トモエガモは，日没後に採食場所に向かって飛び立っていた.飛び立ち時刻と日没時刻の差は３３．

５±7.2分であった．飛び立ち時刻と日没時刻のあいだには，有意な回帰式が得られた．

４．トモエガモは，照度が0ｌｘから0.9ｌｘの範囲にあるときに多く飛び立っていた．

５．トモエガモの飛び立つ方向は，北東方向が多かったが，南の場合もあった．北東に飛び立った場

合には加賀市柴山潟干拓地の水田地帯,南に飛び立った場合には加賀市下福田町の水田で採食して

いたと考えられた．
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Movementtothefeedinggroundandseasonalchange

inthenumberoftheBaikalTealA"αＭﾌ""osainKatano-Kamoike，

IshikawaPrefecture,centralJapan

HironobuYamamoto＆KouziOohata

WildBirdSocietyofJapan,Ne2-lkatano-machiKaga-shi,Ishikawa922-0564,Japan

1.Westudied､thepatternofmovementtothefeedinggroundsandtheseasonalchange

inthenumberoftheBaikalTealA"ａｓ允拘"osainKatano-Kamoike,IshikawaPrefec‐

ture,centralJapan、

2.AwinteringpopulationoftheBaikalTealwasobservedfrom2Novemberｌ９９８ｔｏ６

Ｍａｒｃｈｌ９９９・Theaveragenumberwas135.7±171.8(SD)birds，Themaximumnumber

793birdswasrecordedon5January1999.

3．BaikalTealflewtothefeedinggroundaftersunset，Onaverage，theyflewtothe

feedingground33､５±７．２minutesaftersunset・Apositivecorrelationbetweenthe

departuretimeandthetimeofsunsetwasobserved、

4､ThelightintensitywhentheBaikalTealflewtothefeedinggroundwas０．９－１．０lux、

5．Thedirectionofflighttothefeedinggroundstendedtobetothenortheastandthe

south、TherewasalargeexpanseofricefieldcalledShibayama-gatainthenortheast，

andthericefieldswithartificialfeedingandshallowwaterinthesouth．

雄ｙｗｏ砿：Anasformosa，Btzjﾘｾαノ712Ｚｚ４Ｋｔｚ”0-Kロ加o娩９，Ｍozﾉg"e"／如娩ｇたｅａ力Ｚｇ
ｇｍ”．


